
1． は じ め に

河川争奪は，分水界を共有する河川が流域を越えて隣の

河川の水流を奪う現象であり，河床高の異なる2河川が近

接して流れ，分水界が浸食されやすい地域に発生し，わが

国の多くの地域で報告されている．しかし，その成因につ

いて，これまで地形学的な説明は試みられてきているもの

の，地質学およびテクトニクスの視点から，明確な説明を

試みた例は少ない．河川争奪に伴う河川の流向変化を解明

するためには，河成段丘の分布と性状，段丘礫の供給源と

なる基盤地質の分布を明らかにすることが必要である．ま

た，河川争奪の原因を究明するためには，ネオテクトニク

スの視点からの検討が不可欠となる．

山口県中部から西部にかけての周防灘沿岸では，海成段

丘と内陸部の河成段丘の研究が進み，1960年代になると河

野・小野1）などにより海成段丘にかかわる研究成果が相次

いで発表され，河成段丘との対比・編年が行われている．

瀬戸内海沿岸は一般に沈降地形が卓越し，「日本の海成

段丘アトラス」2）では，広島県中部から山口県中部にかけ

ての海岸部には，海成段丘の存在は報告されていないとし

ていた．しかし最近，柳井市周辺や島田川河口部（光市）な

どで段丘（崖）方向が海岸線に平行な段丘が存在するという

見解がある3），4）．また，本論文で対象とした山口県東部は，

内陸部の河成段丘についての対比・編年にかかわる研究が

ほとんど未着手の地域であった．

河川争奪については，稲見5）がその原因と過程を簡潔に

まとめている．それによると，地表流水による河川争奪の

原因として，①断層，②土地の局所的昇降，③傾動地塊運

動，④地質構造線沿い，⑤側浸食，⑥岩石の硬軟，をあげ

ている．また，小畑6）は中国地方の河川争奪の起きやすい

前提条件には，浸食による河床高の低下が大きく関与して

いると指摘している．

本研究では，空中写真判読と地表踏査結果に基づいて，

伊
い

陸
かち

盆地付近に分布する段丘，地質，地質構造と活断層を

記載し，それらのデータを使って，ネオテクトニクスの視

点（断層運動や隆起様式との関係）から，河川争奪のプロセ

スを論じる．

2． 調 査 地 域

2.1 概要

伊陸盆地は周防丘陵地内に位置し，瀬戸内面として図示

されている7）．この盆地は東西約11km，南北約7kmをも
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本論文では詳細な地形・地質学的調査に基づいて，山口県南東部に位置する伊陸盆地に源流を発する由宇川と四割川に沿う小規模な河
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段丘堆積物や基盤の地質の違いなどから，伊陸Ⅱ面の形成以前には河川流向が現在と逆であったことを明らかにした．空中写真判読と現

地踏査によって，伊陸盆地内に変位地形を確認するとともに，段丘堆積物を切断する断層露頭を発見し，NE�SW走向の活断層（日積断層：

新称）の存在を明らかにした．河川流向の変化は，由宇川の下刻に伴う河床低下により発生した河川争奪によるものであり，上流域での堰

き止めや氷河期の海面変化に加えて，その主因は地盤隆起や活断層運動を生起させた広域テクトニクスに求めることができる．
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ち周囲を標高300～500mの山体に囲まれる．盆地は中～小

起伏山地に囲まれ，その下方に山麓地と標高約200m以下

の丘陵地が広がる．盆地底は二地区に分かれ，やや広い谷

底堆積低地（伊陸低地と日
ひ

積
ずみ

低地）を擁する（図�1）．伊陸低

地は盆地中央西よりに拡がり，標高90～100mである．こ

のうち，伊陸低地西部の東宮ヶ原地区では扇状地が谷中分

水界を形成し，北西方向に島田川支流四
し

割
わり

川，北東方向に

由
ゆ

宇
う

川が流下する．日積低地は由宇川中流に位置し，標高

50～60mであり，南は琴石山山地，北は日積丘陵に囲まれ，

大里川，日積川などの由宇川支流が合流する．

2.2 既往の知見

山口県東部地域の段丘は，これまで網永10）により海成段

丘や河成段丘の分布が指摘されているのみで，県の中央部

から西部ほど研究は進んでいない．基盤地質については山

口県立山口博物館11），東元ら12），西村ら13）によりまとめら

れている．

中国地方の広域応力場は，フィリピン海プレートの西北

西方向への沈み込みと，東進するユーラシアプレートに支

配されており，後期鮮新世から第四紀にかけて東西圧縮応

力場にあると考えられている14）．この応力場のなかで，断

層運動や地震活動が位置づけられてきた15）．

岩国断層は『日本の活断層』16）に図示され，山口県岩国

市から旧玖珂町へ延びる延長約10km，

走向NEで北傾斜の顕著な右ずれ変位

地形を示す確実度Ⅰの活断層であると

されている．さらに熊毛断層を含めて

岩国断層系が定義されている12），17）．活

断層の位置情報を示した『活断層詳細

デジタルマップ』18）では岩国断層系を

「岩国断層帯」と呼び，重要な活断層

として認定した．地震調査研究推進本

部19）は，岩国断層帯の長期評価を断層

の長さ44kmとし今後30年以内の地震

発生確率を0.03～2％と見積もってい

る．

伊陸盆地には，岩国断層帯と同じ

NE�SW方向をもつ長野断層の南西方

向延長が推定される12）．長野断層は走

向N45°Eの右ずれ活断層で，地形的に

は北西側隆起の成分を伴い，谷および

尾根の横ずれ地形は一番東の谷の屈曲

量が最も大きく，西に行くに従い谷の

規模も小さくなり屈曲量も減少すると

されている12）．

河川争奪については，西村20），小

畑6）等により山口県内において多数の

例が報告されている．それらは，錦川

水系と高津川水系の間，木屋川と粟野川の間，佐波川と阿

武川水系の間，錦川水系と島田川水系の間，切戸川と平田

川の間，そして本研究の由宇川と島田川支流四
し

割
わり

川の間な

どである．由宇川と四割川の河川争奪に関して，網永10）は

周防丘陵全体の地勢が東から西に緩傾斜する傾動地塊であ

るが，東から流れ込む由宇川によって争奪が惹起されてい

る点に注目した．小畑6）は争奪河川の由宇川のほうが被奪

河川の島田川より短く，争奪河川の河床勾配が急であるた

めに河床高が低くなったことを争奪の要因として推定した．

これらの河川争奪については主として地形学から説明さ

れており，争奪を引き起こした広域テクトニクスおよび地

質学的な説明はほとんどなされていない．

3． 調 査 結 果

3.1 地質概要

伊陸盆地付近を構成する地質は西南日本内帯の領家帯に

属し，図�2に示すように中生代の領家変成岩類と火成岩類

を基盤とし，それらを覆って新生代第四紀の堆積物が分布

する．この地域の層序区分は東元ら12）を参考にした．

領家変成岩類はチャートを原岩とする珪質縞状片麻岩と

砕屑岩を原岩とする黒雲母縞状片麻岩から構成される．中

生代の火成岩類は，主として領家古期および新期花崗岩類，
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図�1 伊陸盆地の地形分類図

右上に位置を挿入した．土地分類基本調査「岩国」8）と「柳井・室津・青島」9）を一部

改変して編集



広島花崗岩類からなる．領家古期花崗

岩類は主として黒雲母の定向配列によ

る著しい片状構造をもつことで特徴づ

けられ，盆地の中央部を東西に幅4～

6kmで帯状に分布するほか，南東部

の領家変成岩類中に帯状に発達する．

大部分は片麻状花崗閃緑岩からなり，

一部は新期花崗岩類により貫かれてい

る．

領家新期花崗岩類は領家古期花崗岩

類の片状構造と斜交する境界を持つ非

調和性貫入岩類で，周辺に独立した岩

体として分布地の名称で呼ばれ，中程

度から弱い片状構造をもつ．このうち，

伊陸盆地内に模式地を有する岩体は，

領家古期花崗岩類に囲まれ，由宇川周

辺に分布しており木
き

部
べ

花崗岩と呼ばれ

る．今回の調査においても本岩が伊陸

盆地に確認される唯一の領家新期花崗

岩岩体で，カリ長石，石英，斜長石お

よび黒雲母からなる粗粒黒雲母花崗岩

応 用 地 質 第50巻 第4号204

図�2 伊陸盆地とその周辺の地質

地域地質図「岩国」12）および新編山口県地質図13）をもとに加筆修正

図�3 伊陸盆地の地形区分とリニアメント

段丘堆積物露頭の番号は図�7の露頭柱状図と同じ．TⅡ，TⅢ，TⅣ，TⅤ，TⅥは，それぞれ伊陸Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ，Ⅴ，Ⅵ面を示す



を主な岩相とし，定向配列するカリ長石の長柱状斑晶の発

達によって特徴づけられることを確認した．

本論文で対象とする第四系更新統は各河川の両岸に砂礫

層を主体とする河成段丘堆積物として確認される．礫種は

珪質縞状片麻岩から供給されたチャートや珪質岩などの亜

角礫や亜円礫が硬質な状態で卓越する．形成時期の古い段

丘を構成する堆積物では，花崗岩類や黒雲母縞状片麻岩か

らなる礫のほとんどがクサリ礫となっている．

調査地域の基盤岩類にはNE�SW系の断層群と粘土シー

ム群が認められる．とくに，由宇川が穿入蛇行谷を形成す

る直下流に広がる日積低地内の河床露頭において顕著に発

達し，走向N45°～60°E・傾斜75°E～90°の傾向を示す．

3.2 地形面および河川縦断形

段丘面とリニアメントの判読は，建

設省国土地理院1974～1975年撮影の縮

尺約1�8,000および2000年撮影の縮尺

約1�40,000モノクロ空中写真を用いた．

判読結果を図�3に示す．

3.2.1 段丘面・扇状地面

（1） 段丘面

河成段丘面は，図�4に示す河川合流

点において，複数の段丘面が限られた

範囲に発達する2地区を模式地とし，

構成する地質，色調，堆積物の風化程

度などを基に6面（伊陸Ⅰ～Ⅵ面）に区

分した（表�1）．2地区以外に発達する

段丘面は，分布位置が離れていても，

2地区の基準を基に開析度の類似性と，

高度的に連続しているとみなせるもの

は同一段丘面として区分した．図�4

（a），（b）は，伊陸低地周辺に広がる伊

陸Ⅱ面・Ⅲ面・Ⅳ面を示す．東宮ヶ原

の谷中分水界から東では西側に比べて

段丘面の発達が多く，河川浸食活動が

より活発であることを示す．図�4（c），

（d）の日積低地周辺には伊陸Ⅱ面と調

査地域に発達する最新期の浸食活動に

よるⅤ面とⅥ面が拡がる．

図�5に盆地内の段丘分布を，空中写

真と，1�10,000地形図から高さの変化

を読み取り，現地確認のうえ河川縦断

図に投影して示した．最上位の平坦面

を形成する伊陸Ⅰ面は，現河床との比

高50m以上をもち，丘陵地に隣接し分

布する．伊陸Ⅱ面は盆地内最大の拡が

りをもち，Ⅲ面からⅥ面の上位に広く

分布する．図�5の段丘面下の矢印は，

段丘堆積物層理面の傾斜方向を模式的に表したものである．

現河川縦断方向に対する段丘堆積物の層理面傾斜はⅢ面で

は同じである．これに対して，Ⅱ面は距離3～8kmの間

で逆向きを示し，ここで河川流向が変化したことが読み取

れる．

（2） 扇状地面

東宮ヶ原には，盆地内で比較的大きく明瞭な扇状地が発

達する．そこでは，氷室岳山塊から供給された土砂が流下

して扇状地を形成しており，標高約135mの高山寺付近を

扇頂とし伊陸小学校方向を中心線としている．図�6に示す

ように，扇状地を挟んで四割川と由宇川がそれぞれ西と東

に流下し，谷中分水界を形成する．また，南から北東方向

に流下する由宇川本流が扇状地を避けるように東流し，戸
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図�4 伊陸盆地内の段丘分布の代表例

（a）（b）伊陸地区，（c）（d）日積地区．（a）（c）国土地理院発行の2万 5千分の1地形図

「上久原」「由宇」の一部に段丘面を加筆，（b）（d）国土地理院撮影の4万分の1空中

写真CG20005Y,岩国,C5,6,7の一部に段丘面を加筆．（d）の矢印方向に「日積断層」

（新称）が通過する



石川を併合する．扇端部は標高95m付

近にあり，円周沿いに約1kmでほぼ

伊陸街路と平行に弧状を呈している．

扇状地の形状は全体的に凹型尾根型斜

面をもち，南南西方向に平均で4％程

度の傾斜を有す．両扇側部とも大部分

を丘陵地により拘束されるが，扇端に

近い東側の扇側部に西南西に傾斜した

伊陸Ⅱ面が，南に傾斜する扇状地面に

覆われた状態で分布する．この二つの

面の標高は連続的であることから，構

成する堆積物の生成時期は重複し，最

終的には扇状地面が現在の地形面となっ

ている．

3.2.2 段丘を構成する地質

調査地の段丘は段丘堆積物と崖錐堆

積物あるいは表土から構成されており，

黒ボクや風成ローム層などの被覆層は

ほとんど確認できなかった．ここでい

う表土とは段丘堆積物または崖錐堆積

物の表層の細粒物が原位置の状態で土

壌化を受けたものが主体で，地質上の

構造・組織が不明瞭であるものを一括

応 用 地 質 第50巻 第4号206

表�1 段丘面，扇状地面，谷底堆積低地，崖錐の性状と特徴

図�5 伊陸盆地内の河川縦断図 （a）河川の位置図，四割川が伊陸盆地外に流出する地点を基点（0km）とした．（b）四割川から日積川の河

川縦断図．（c）大里川の河川縦断図



して呼称する．

図�3に主要な段丘堆積物と断層の露頭位置を示す．段丘

の基盤地質は中生代の領家変成岩類ないし火成岩類からな

る．段丘堆積物は花崗岩類が優勢な基盤岩を反映して，基

質が砂質土を主体として，礫は花崗岩類が多く．表土は全

体に乏しい．

伊陸Ⅰ面の段丘堆積物は風化が進み土壌化し全体に赤褐

色，礫はチャートのみが硬質で残り，そのほかはクサリ礫

となっている．

伊陸Ⅱ面の段丘堆積物は基底面が確認できるところで層

厚5～10m，厚いところでは基盤岩との位置関係から20m

以上推定されるところもある．地質は砂礫層優勢で礫の割

合が80％に及ぶ層を複数枚挟み（図�7のTⅡ�1，TⅡ�8，T

Ⅱ�9），礫はチャートが多く，安山岩礫とともに硬質であ

るが，花崗岩類や片麻岩礫は大部分がクサリ礫である．基
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表�2 検出された姶良Tn火山灰（AT）の特徴

図�6 東宮ヶ原に発達する扇状地面

（a）国土地理院発行の2万5千分の1地形図「上久原」の

一部に扇状地面，河川名を加筆，（b）国土地理院撮影の4

万分の1空中写真CG20005Y，岩国，C5，6の一部に扇状

地面を加筆

図�7 露頭柱状図



質の色調は褐色系統で一部赤色風化が進む．

伊陸Ⅲ面は盆地底の周辺部に，山地・伊陸Ⅱ面の周囲や

小丘陵地間を埋めるように発達する．段丘堆積物の層厚は

2～3m程度のところが多い．基底礫層は花崗岩礫が主体

で径5～10cm亜角～亜円礫からなり，風化が認められる

ものが多く一部クサリ礫になっている．粘土・シルトの薄

層が数枚挟まれる（図�7のTⅢ�1，TⅢ�2，TⅢ�3）．TⅢ�3

段丘堆積物最上部の火山灰層の分析値を表�2に示すが，（a）

火山ガラスの屈折率の主範囲がn＝1.499～1.500，（b）斜方

輝石（鉄シソ輝石）の屈折率γ＝1.727～1.733，（c）バブルウ

オール型の火山ガラスの特徴から，町田・新井21）により示

された姶良Tn火山灰（AT）に対比される．

伊陸Ⅳ面の発達は伊陸低地内に限られ，段丘堆積物は砂

層が優勢で，礫径は2cm以下が多く，クサリ礫はない．

伊陸Ⅴ面，Ⅵ面の発達は日積低地内に限られ，両面は主

に現河川からの比高で区分した．段丘堆積物は砂礫層を主

体とし，クサリ礫はなく，花崗岩の風化礫をわ

ずかに含む．

段丘堆積物と基盤岩の位置から，伊陸Ⅱ面は

河成堆積低地に起源をもつフィルトップ段丘，

伊陸Ⅲ面～Ⅵ面は段丘崖に基盤岩が露出するス

トラス段丘に分類される．

図�8は木部花崗岩と珪質縞状片麻岩の分布域

および段丘礫の主な確認位置を示す．木部花崗

岩礫は，由宇川沿いの段丘堆積物中に亜角～亜

円礫の礫として分布するが，谷中分水界を超え

た四割川流域のⅡ面堆積物中に風化礫が存在す

る．このことは，由宇川の距離 3～8km区間

が過去に四割川上流として存在し，現在の河川

形態からみて河川争奪が起こったことを示して

いる．

3.2.3 由宇川河床縦断形状

図�9に由宇川の河川縦断面を示した．河口を

起点として10km地点から上流側は岩盤の深度

が浅く砂・礫床河川が続き，一般的な河川縦断

形である凹状のスムーズな曲線を示す．10km

地点で顕著な遷急点を有し，この直下流の穿入

蛇行谷を形成する区間は山地部を除く由宇川全

区間を通して河川勾配が最も大きく，硬岩露頭

がほぼ500mにわたり連続する岩床河川となっ

ている．したがって，10km地点が浸食前線と

みなされ，8.5km地点より下流の軟岩区間の浸

食が比較的早い時期に下刻および側方浸食が進

み，現在の日積低地では浸食に対して平衡状態

に達していると考えられる．

河床の基盤岩は4.7km地点までの上流側で確

認されるが，それより下流では全区間が砂床河

応 用 地 質 第50巻 第4号208

図�9 由宇川河川縦断図

（a）由宇川河川縦断図と（b）ボーリング柱状図および（c）その位置図．河口

を基点（0km）とした．（a）中の①～④は（b）に示す柱状図

図�8 伊陸盆地とその周辺の基盤岩と段丘礫の確認位置



川となり瀬戸内海に流入するため，地質状況は提供を受け

たボーリング調査資料22）を参考とした．それによると，基

盤岩は4.4km地点で図�9（b）の柱状図①により強風化した

花崗岩が標高3.0m付近に，2.0km地点の柱状図②では標高

－19.5m以深に分布し，0.8km地点の柱状図③では標高－28

m以深に，河口部では柱状図④により標高－37m以深に，

それぞれ基底砂礫層下部に推定される．

最も新期に形成され，由宇川の最下流部まで分布する伊

陸Ⅵ面は，標高55m（基底面標高50m）に確認される8km

地点より下流では小規模となる．7.4km地点では基底高と

現河床露岩面の標高差は20m近くに達し，6km地点では

標高35mに標高を下げながら点在する．この間の現河床勾

配が8.3�1,000に対し，Ⅵ面の崖頂線を結ぶ勾配（Ⅳ面の基

底高勾配）は14.8�1,000と急で，さらに下流では認められな

くなる．

3.3 変位地形および断層露頭

3.3.1 リニアメント

本論では変動地形の可能性がある地形としてリニアメン

トを定義する．リニアメント判読にあ

たっては土木学会23）の判読基準を参考

にして，断層変位地形の要素を抽出し

た．伊陸盆地内のリニアメントは図�3

および表�3のように11本が認められ，

それらの走向はN46°～70°Eの範囲に

あり，多くは長さ5kmを超え，盆地

を横断している．リニアメントは東宮

ヶ原の谷中分水界から北小国に至る間

に多い．判読したL7からL9リニア

メントに沿った河床露頭や基盤岩が露

頭する斜面では，断層ダメージゾーン

のせん断面やカタクレーサイト帯およ
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表�3 リニアメント一覧表

図�10 日積断層（L8リニアメント）に沿ったストリップマップ

（b）は（a）の一部を拡大し，地形改変前の谷地形を塗りつぶした．地形図は柳井市発行の1万分の1「柳井市都市計画図」の一部と

旧由宇町（現岩国市）発行の1万分の1「由宇町管内図」の一部を使用



びプロセスゾーンが認められ，断層の影響を受けているこ

とがわかる（図�3）．これら断層の発達頻度の高いところは，

盆地内では日積低地などの低地を形成する区域と一致する．

3.3.2 変位地形

伊陸L8リニアメント沿いの変位地形の分布を図�10に

示す．このリニアメントの北東端部に近い由宇川河床は木

部花崗岩（領家新期花崗岩）の模式地でもあり，露岩が連続

して分布し，そのうち幅150mの範囲にカタクレーサイト

帯やプロセスゾーンが分布しており，岩盤の劣化が認めら

れる．由宇川を跨いだ南西部には直線状の鋭い谷の切れ込

みが上流側に約500m連続し，行き止まりで北西にほぼ直

角に折れ曲がる（図�11）．風隙の存在と谷筋の形状から，

過去にこの下流は直線谷の延長にあたる谷を南西方向に流

下していたものと推定される．さらに南西には由宇川河口

から8.7kmにある棯
うつぎ

藪
やぶ

地区の平安橋までの間は2か所の尾

根筋と5か所の谷筋の系統的な右屈曲が認められる．棯藪

地区では断層による分離丘陵に繋がる尾根筋が谷中分水界

となっている．それより南西側に形成された谷筋は現在の

由宇川流下方向と逆向き区間を約100m有し，断層による

変位量を示す可能性がある．平安橋からL8沿いに西南西

700mにある柳井スポーツランドの間は伊陸Ⅱ面をのせる

尾根を含む3か所の尾根筋の右折れ曲がりと3か所の谷筋

の右屈曲および断層露頭が認められる（図�10（b））.この間

の右屈曲した尾根筋斜面には2か所の斜面崩壊がみられる．

3.3.3 活断層露頭の記載

伊陸L8リニアメント上に最近の活動を示す断層露頭を

発見した（図�12）．図�12（a）～（d）にそれぞれこの露頭の

写真とスケッチを示す．母岩は粗粒黒雲母花崗岩（木部花

崗岩）からなり，図�12（b）のように伊陸Ⅱ面を構成する段

丘堆積物を走向・傾斜N57°E・72°SEの断層が切っている．

断層上盤側の基盤岩が表土に覆われるため落差は不明であ

る．主なせん断面沿いには最大幅9cmのガウジを有し，

面沿いに上部からの流入粘土を挟む．主せん断面と約30

cm離れて明瞭なせん断面が平行しており，この2枚のせ

ん断面を中心に70cm幅が黄白色の粘土化帯となっている．

応 用 地 質 第50巻 第4号210

図�12 棯藪地区の柳井スポーツランド断層露頭

（b）は（a）の黒枠内を拡大したもの，（c）は露頭面に直交す

るせん断面

図�11 日積低地周辺の西区に認められる風隙

（a）国土地理院発行の2万 5千分の1地形図「由宇」の一

部に加筆，（b）国土地理院撮影の 8千分の 1空中写真C

CG�74�11，C23�51の一部使用



主せん断面には図�12（c）のように低角度の条線（N55°E・

10°SW）が認められる．この断層の上部は伊陸Ⅱ面が拡が

り，落差約1mの低断層崖がN50°E方向に40m以上連続す

る．

4． 考 察

4.1 段丘の対比・編年

段丘の地形区分一覧は表�1に示した．ここでは河川争

奪に関与した伊陸Ⅱ面，Ⅲ面およびⅥ面を中心に，以下に

検討する．

4.1.1 伊陸Ⅱ面

伊陸Ⅱ面は盆地内最大の広がりをもち，次の特徴を備え

ていることから段丘対比の指標とすることができる．

1）分布が広く連続性が良い堆積段丘である．

2）低位には最終氷期の堆積段丘である後述の海洋酸素同位

体ステージ2段丘（伊陸Ⅳ面）が発達している．

3）段丘の開析度，礫の風化度が高く（クサリ礫が80％以上），

伊陸Ⅵ面の礫（風化礫はほとんどなく，クサリ礫はない）と

は明瞭な差がある．

4）段丘を覆って古赤色土（標準土色24）が7.5～10R4�6（赤），

2.5～5YR5�6（明赤褐））が認められる．

これらの特徴は，ステージ6の段丘認定基準25）に合致し

ており，伊陸Ⅱ面はステージ6に形成された可能性がある．

4.1.2 伊陸Ⅲ面

調査地域内で唯一示標火山灰のATが段丘堆積物最上部

に確認された段丘である．AT層の上・下位にはシルト層

の薄層が分布しており，AT降下堆積時もしくはその後に

局所的な湖沼環境にあったと考えられる．したがって，伊

陸Ⅲ面の段丘化は2.6～2.9ka以降の早い時期と考えられ，

ステージ3～2に形成されたものと考えられる．

4.1.3 伊陸Ⅳ面・Ⅴ面

それぞれ伊陸低地と日積低地の丘陵縁辺部に発達し，形

体や現河床からの比高がいずれも20～5mにあり類似して

いる．層位関係からステージ3～2に形成されたものと推

定する．

4.1.4 伊陸Ⅵ面

由宇川の6kmより下流では，3.2.3で述べたように伊陸

Ⅵ面を擁した基底面は埋没谷底となり，由宇川下流低地の

堆積層下に伏在する．このことは，「河床縦断面上では，

現河床よりも勾配が急で，下流で沖積平野に埋没する」26）

との指摘に符合する．したがって，伊陸Ⅵ面はステージ2

（1～2.5万年前）に形成されたと判断した．

4.2 断層活動性評価

前述したように伊陸L8リニアメント上には伊陸Ⅱ面を

切る断層露頭が確認され，その変位は断層露頭におけるせ

ん断面の条線の傾斜方向から（図�12（c）），右横ずれ・北西

側隆起の変位センスをもっている．さらに，L8リニアメ

ントに沿う谷線と尾根線の系統的な屈曲および折れ曲がり

は，断層露頭から認められた変位センスと一致している．

断層露頭位置付近では南東側が高い低崖地形を示し，これ

は横ずれ成分が大きいためにもたらされた局所的なものと

考えられる．また，棯藪から西区付近の河谷は木部花崗岩

を基盤岩としており，一様にマサ化が進み，水系発達要因

に共通性が多い．その上で図�13に示すように上流の河谷

の長いものほど右横ずれのオフセット量が大きい傾向にあ

り，横ずれ変位が累積していることを示している．これら

山口県南東部伊陸盆地における河川争奪のプロセスとネオテクトニクス平成21年10月 211

図�13 日積断層に沿った河川の屈曲

（a）地形図は国土地理院発行1�25,000地形図「由宇」の一部を使用，（b）河谷上流長さと谷の屈曲量の関係



のことから，L8に対応した断層は第四紀後期にくり返し

活動したと考えられる．

したがって，これを活断層と認定し，日積断層と名付け

ることにする．なお，ここでの活断層は『活断層詳細デジ

タルマップ』18）の定義による「推定活断層」（地形的な特徴

により活断層の存在が推定されるが，現時点では（断層変

位地形やその変位基準の年代が）明確には特定できないも

の）に該当する．

日積断層と同じ方向性を持つ長野断層（確実度Ⅱ，活動

度B27））は，断層に交差する谷の屈曲量が南西端に向かって

減少してゆく傾向を示すことから断層の端部的な形態を示

している12）．さらに地質断層としての長野断層は左横ずれ

変位を示す12）．この断層の南西端から距離約2kmに日積

断層の北東端がある．日積断層と長野断層の関係について

は，今後地震動を評価する際に改めてセグメントの区分な

いしグルーピングを検討する必要がある．

伊陸L6リニアメントは約3km区間に小沢の右屈曲が

あり，そのうち約500m区間の山腹斜面にある4筋の小沢

に系統的な右屈曲と閉塞丘および二重山稜が認められたが，

この区間を横断する由宇川沿いの伊陸Ⅱ面，Ⅲ面，Ⅳ面に

は明瞭な変位がみとめられない．

伊陸 L4，L7リニアメントは線上の約 1kmないし1.5

km区間に谷・尾根の右方向屈曲が認められる．しかしこ

の区間を横断する由宇川沿いの伊陸Ⅱ面，Ⅲ面，Ⅳ面に明

瞭な横ずれ変位が認められない．

伊陸L10リニアメントは山地地形内の約1.5km区間に数

か所の逆向き崖がみられる．この区間に挟まれる大里川と

日積川沿いに発達する伊陸Ⅱ面に変位

が認められない．

伊陸L1，L9，L11のリニアメント

は崖地形や三角末端面などの連続によ

り直線状を示し，伊陸L2，L5リニア

メントは線上の約500m間に鈍い右屈

曲をもち，伊陸L3リニアメントでは

不明瞭な逆向き低崖が認められるが，

いずれも線上の伊陸Ⅱ面，Ⅲ面に明瞭

な変位が認められない．

以上述べたように，本調査地域にお

いて河川争奪が起こった時期，すなわ

ち伊陸Ⅱ面とⅢ面が形成された時期に

動いた断層は日積断層に限定される．

4.3 広域隆起運動

第四紀に起きた日本列島の大局的な

上下変動から，瀬戸内地域は沈降傾向

にあるとの指摘があり28），柳井市周辺

の沿岸部でも縄文時代の遺跡が沈水し

ている29）．一方，内陸部は河床からの

高さが異なる6段の河成段丘面が分布することから，地盤

隆起が継続的に起こっていたことが伺える．

河川縦断形状の変化は気候変化に伴う河川沿いの土砂移

動や海面変動に規制されるので30），類似した気候条件およ

び海面高度の時期，すなわち深海底コアの酸素同位体比の

研究によるステージ2とステージ6，現在と下末吉海進期

にあたるステージ5eでは，河床縦断形は相似形となって

いた可能性が高い25）とされている．したがって，河川争奪

前に形成された伊陸Ⅱ面と，争奪後に形成された伊陸Ⅵ面

でみると，被奪河川である大里川と日積川沿いの10km付

近にはそれぞれ約50mと40mと大きい比高差が認められる．

この比高差の多くは河川争奪前後を通しての浸食（その多

くは隆起）によるものと考えられる（図�5参照）．一方，最

終間氷期（ステージ5e，12万年前の下末吉海進）に形成さ

れたと推定した埋没谷底面（ステージ2に形成されたⅥ面

堆積物の基底面）と，浸食に対して平衡状態に達している

現河床（3.2.3参照）との比高は約20mである．この値の多く

は河川争奪後の由宇川に起こった浸食量に相当すると考え

られる．

これら内陸部の隆起現象から，この地域にも地殻の歪み

を解消する運動が継続的に起こっているものと思われる．

この運動の主体はNE�SW方向の日積断層で代表される断

層運動である可能性がある．

4.4 河川争奪のプロセス

4.4.1 河川争奪のプロセス

伊陸盆地が浸食作用などにより現在の地形に変化する初

期の姿を，図�14の谷埋幅500mの埋積切峰面図により想定
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図�14 伊陸盆地の埋積切峰面図 国土地理院発行 2万 5千分の1地形図「上久原」，「由

宇」，「柳井」，「大畠」の一部を使用．谷埋幅500mで作成



し，これをもとに伊陸と日積の二つの低地を中心とした河

川争奪に関連した範囲を，a）争奪前，b）河川分断直後，

およびc）現在，として図�15の模式図にまとめた．以下で

はこの地形発達プロセスを記述する．

争奪前の地形は図�14に示すように，三方が山地で塞が

れ，現在の盆地地形と類似している．盆地底は標高50～

100mの間にあり，標高150mの等高線は現在の由宇川と四

割川方向に開いた河道を形成していた．現在の伊陸Ⅱ面を

この切峰面図に重ねると，この面の分布を包絡する線（山

麓線）が標高150m等高線にほぼ一致する．すなわち，当時

の河川堆積物がその後離水し段丘化して，伊陸Ⅱ面の段丘

堆積物が形成されたと思われる．河川は標高100m付近の

等高線に沿い，図�15（a）に示すように島田川水系に属し

ており，現在の由宇川の流向とは逆の西流状態にあった．

また，旧由宇川に沿って長野断層の延長上に地質断層の断

層破砕帯が存在した.

北小国から東宮ヶ原間の伊陸Ⅱ面となる面は流下方向の

西方に傾斜し，由宇川沿いの基盤岩礫が四割川区間の段丘

堆積物として分布するなど伊陸Ⅱ面の

段丘堆積物が形成されつつあった．盆

地底は高度差の小さい平坦地が広がる

ため，わずかな地形の変化が河川流向

に変化を与えやすい状況にあった．そ

の後，広域的な地盤の上昇と氷期によ

る海水面の低下があり，図示の範囲は

上昇し伊陸Ⅱ面が離水しはじめた．

河川の中～上流部では氷期に凍結・

融解による土砂の移動によって，河川

に供給される岩屑が増加するために，

堆積が活発に起きると考えられ，氷期

には扇状地ができやすい31），32）．これ

に地盤の隆起が加わると，河川は安定

化に向かおうとして，さらに岩屑の移

動は著しくなる．このような条件を四

割川上流部は有しており，河川上流部

の堆積作用に加えて氷室岳から多量の

土砂が東宮ヶ原地区に流出し，扇状地

が形成された．

その結果，図�15（b）の河川の閉塞・

分断が起こり，河川を塞ぐようにして

土砂が供給されたために，その後短期

間に上流側にあたる扇状地の東側や南

側に，一時的に堰止湖として湖沼が形

成された可能性がある．このことは，

伊陸Ⅲ面の段丘堆積物中にシルト質の

薄層を頻繁に挟むことからも伺える．

ただし，河川勾配がもともと小さいこ

とから，湖沼の規模は小さく，かつ，期間も短かったと推

定される．その頃から，日積低地を中心とするNE�SWの

断層に沿って右ずれの水平変位を主とした断層活動が活発

化した．断層に沿った由宇川河床の劣化した岩盤部分の浸

食・下刻作用は西側への傾動を伴う広域的な隆起に打ち勝っ

て急速に進み，河床低下が起こり，並行して伊陸Ⅲ面が形

成された．

日積断層をほぼその西端とする多くの断層が，700～800

mの帯状低地である日積低地に確認される．すなわち，こ

れらの断層のダメージゾーン内の劣化した岩盤が，浸食に

より由宇川の下刻作用を急速に進め河床の低下をもたらせ

日積低地を生ぜしめたとともに，低地より上流側の浸食が

河川争奪の原因として大きく作用したと推定した．大里川

や日積川は比較的早い時期に由宇川に争奪されたと考えら

れる．そして，図�15（c）のように現在の水系が確立された．

4.4.2 河川争奪のネオテクトニクス

山口県中部から広島県西部，島根県南西部にかけての

NE�SW方向の明瞭なリニアメントは，深い溝状の痕跡を
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図�15 河川争奪のプロセスを示す概念図



もち断層線谷として指摘されていた33），34）．最近の研究で，

その多くが東西圧縮による広域応力場を反映した活断層で

ある可能性が指摘されるようになっている35）．長野断層か

ら日積断層にかけての溝状地形も断層変位を反映したもの

で，同様な解釈ができることが本研究から明らかになった．

断層を原因とする河川争奪の例として，稲見5）は広島県

の上根における太田川支流根の谷川と江の川支流簸川，山

口県・島根県境の向峠における錦川支流深谷川と高津川上

流吉賀川などをあげている．これらの地域には，その後の

研究により16），36）活断層の存在が指摘されていることから，

活断層運動によって劣化した岩盤の浸食によって，河川争

奪の誘因となる河床低下が起きた可能性がある．

本研究において明らかとなった広域的な地盤の上昇と気

候変動，断層により継続的に破砕され劣化した岩盤河床の

浸食・低下に起因する河川争奪現象は，稲見5）の指摘した

河川争奪に対してネオテクトニクスに関係している可能性

がある．

5.ま と め

本研究では，空中写真と現地踏査を主体に伊陸盆地内に，

伊陸Ⅰ面～Ⅵ面の6面の河成段丘を区分した．このうち，

伊陸Ⅱ面と伊陸Ⅲ面では分布の規模・標高，段丘面の傾斜，

段丘堆積物の層理・固結度・礫の状態に明瞭な差異があり，

これら二つの段丘を形成した時代に河川流向が変化したこ

とを明らかにした．この変化の原因は，伊陸Ⅱ面を切る活

断層によるものであり，この活断層を「日積断層」と命名

した．

河川争奪は広域的地殻上昇と氷河期における河川縦断地

形の変化，河川の分断による一時的な堰止湖の形成，およ

び広域テクトニクスを反映した日積断層の活動により発生

したものである．当地域周辺には，他にも河川争奪の事例

が多く知られており，これらの中には本地域と同様に，こ

れまで知られていない活断層と関連した例があるかも知れ

ない．今後，山口県内の活断層や地震発生を考えるうえで，

本論のような視点が重要となろう．
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ProcessofRiverCaptureandNeotectonicsintheIkachiBasin,

SoutheasternYamaguchiPrefecture,SouthwestJapan

AtsushiFUJIYAMAandYujiKANAORI

Abstract
Basedongeomorphologicandgeologicinvestigations,small�scalefluvialterracesalongRiversYugawaand

ShiwarigawainIkachiBasin,southeasternYamaguchiPrefecture,southwesternJapanareidentified.Suchterracesare
classifiedintosixsurfacesdefinedasIkachiⅠtoⅥ surfacesinanorderofthealtitudeandtherelativeheightabovethe
presentriverbed.Distributionandinclinationoftheterraces,anddifferencesinterracedepositsoverlayingtheirbedrock
ofIkachiⅡ andⅢ surfaces,whicharedevelopedinanapproximately5kmreachalongtheupstreamtomidstreamof
RiverYugawa,suggestthatthedirectionofapaleocurrentwasintheoppositetothatofthepresentstreambeforethe
formationofIkachiⅡsurface.Byanaerialphoto�interpretationandfieldsurvey,thegeomorphicfeaturesshowingafault

displacementwasidentified,andafaultoutcropwhichcuttingterracedepositswasdiscoveredinIkachiBasin,andthe
existenceoftheNE�SW�trendingactivefault（HizumiFault:anewdesignation）wasclarified.Changeinthepaleocurrent
mightbecontrolledbytherivercapturewhichwascausedbytheriverbedloweringwithanincisionofRiverYugawa.
Itwassuggestedthattherivercaptureresultedmainlyfromregionaltectonicswhichcausedthebedrockupliftandthe
activefaultmovement.

Keywords：rivercapture,fluvialterrace,activefault,tectonics
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